
中３社会公民の重要語句一問一答(2019育鵬・日文・東書) 
 １私たちの生活と現代社会 
①たくさんの人、モノ、お金、情報などが国境を越えて移動し、世界の一体化が進むこと 
②それぞれの国が競争力のある得意な産業に力を入れ、貿易によって交換し合うこと 
③国内で消費する食料を国内の生産でどれくらいまかなえるかを示す割合 
④一つの国の中で、さまざまな文化を持った人々がともに生活する社会 
⑤情報通信技術の発達によって、社会において情報が果たす役割が大きくなること 
⑥⑤の進展した社会で生活していくために、情報を正しく活用する力 
⑦一人の女性が一生の間に産む子供の平均人数 
⑧全世帯数の 6割近くをしめる、親と子ども、または夫婦だけの世帯 
⑨将来の世代の幸福と現代の世代の幸福とが両立できる社会 
⑩長い歴史の中で育まれ、人々に受けつがれてきた文化 
⑪古くから北海道や樺太(サハリン)、千島列島などを居住地とする先住民族によって受けつが
れてきた文化 

⑫家族や地域社会など、社会的なルールを身につけたり、暮らしを支え合ったりする集団 
⑬対立から合意を目指す解決策のうち、「みんなのお金や物を無駄なく使っているか」という
考え方・⑭「だれかの機会や結果が不当になっていないか」という考え方 

⑮多数決で決定する場合、結論を出す前に十分に聞き、尊重しなければならないもの 
 
 ２個人の尊重と日本国憲法 
①「法の精神」を著して三権分立を唱えたフランスの思想家 
②「人は生まれながらに、自由で平等な権利を持つ」と第一条で定められている、フランス革
命の際に出された宣言 

③「人間に値する生存」の保障などの社会権を世界で最初に取り入れたドイツの憲法 
④1889年に発布され、国民は、主権者である天皇からあたえられる「臣民ノ権利」を持つと
定めた憲法 

⑤人権を守り、保障していくために、憲法によって政治権力を制限するという考え 
⑥日本国憲法の三つの基本原理のうち「国民による政治」にあてはまるもの 
⑦日本国憲法の三つの基本原理のうち「個人の尊重」にあてはまるもの 
⑧日本国憲法の三つの基本原理のうち「戦争の放棄」にあてはまるもの 
⑨国会が憲法改正の発議を行った後に行われる、その改正案について国民の賛否を問う投票 
⑩日本国憲法において、天皇は日本国と日本国民統合の何と定められているか 
⑪天皇が行う、国会の召集や法律の公布、栄典の授与などの形式的、儀礼的な行為 
⑫主権国家には自衛権があるとして、日本がもつ国を防衛するための組織 
⑬日本がかかげる核兵器に対する原則 
⑭⑬の内容「核兵器を….」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


